
<昭和60年度臨床相談技術共同開発事業>

民間相談機関における臨床技術について

一就園前障害児の指導技術を通してー

その10 言語発達遅滞児における母子関係

一図式的ケース研究法一

1 本研究までの経過

今までの研究では障害児の治療・指導過程"おける親

の変化・子どもの変化を別々にとらえ，その双方の関係

は部分的にしか触れてこなかった。 58年度目統計研究に

おいてこの点に総括的に触れたが，親の変化と子の変化

の全体として白関係にかなり白示唆を得たものの，両者

のダイナミックなI舟恨の流れをとらえるにはいたらなか

った。そζで今回は，ケース研究によって，と白点を明

らかにする糸口をつかむととを目的とした。

ただし従来のケース研究は，統計研究"比して客観性

に乏しかった。この点を打開するため56年度以来独自の

図式的投影法を導入し， 57年度において図式を用いたケ

ース研究によって，子ども由治療的変化四把援に客観性

を持たせることを探求したわけである。本研究も方法論

的にはそれに準ずるものである。 f図式的ケース研究法

のシェマは本来多様なので，今回の試みは57年度とは別

のシェマによる図式的研究法である。)

2 目的

家庭生活研究会

3. 方法

村瀬和子

川人千絵

宮崎徳子

7]<烏恵一(文教大学)

(11 対象:とりあげたケースは来所時2歳8カ月の男

児であり，言葉の遅れを主訴として家庭生活センターの

集団治療に適所したも由である(週2回，同時に母親の

グループ面接が行われている)。通所期聞は約 1年間で

ある。

(21 研究方法・資料としては，子どもの遊戯指導記録

及び母親の面接記録を用いた。子どもの生活場面での行

動変化は母親の面接記録によってとらえた(従って主要

な情報源は母親の函接記録である)。

まず母親の面接の記録内容を， r子どもの現状・発達

過程(付表ではCとする)Jf子ども白母親IC対する態度

(C->M)J r母親の子どもに対する態度 (M→C)Jr母親

の感情 (M)H家族・近隣等の環境的要因 (E)Jの5つ

のカテゴリーに分け，研究者2名〈内 l名は母親面接担

当者)が別々にキーワードを拾い，互いに確認・訂正し

ながら表形式の図式を作成した。その際特に， C'C-M

jζ関しては，子どもり遊戯指導記録から重要とj思われる

ものをつけ加えた。以上の作業はケース終了後に行われ

た。

粉神発達遅滞児の発進(変化〉の過程と，それに関わ 上記のため白細かな手続きは次の通りである。

る母親の変化(感情及び具体的な関わり方〉を対応させ ①各回ごとにキーワードを拾い， 5つのカテゴリー

て図式化してとらえ，軒!神発達遅滞児白親子関啄のケー に分けた。

ス研究を図式的方法を用いて行うことが今回の研究の目 @ 同種または類似のキーワードが近接した固に重複

的である。 した場合には，それを一括した。またある種のキーワー

ドが1回だけしか登場じない場合には特に重要なも由以

外は削除した。
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③ 以上の結果.C・C-M'M→C'M・Eの各々の

カテゴリーにおいて，時期的にいくつかのまとまりがで

きた。それを暫定的10治療段階とみなした〈詳しい表形

式でまとめたものであるが.紙数の関係で省略する〉。

@上記を検討してさらに簡素化l.，.かつ各欄のまと

まりができるだけ相互に対応するように調盤したところ

第 I期から第5期までに治療段階を分けることができた。

ζのようにして得られた第l期から第5期までの総括表

が付表である。

⑤付表の各項目，または項目群の因果関係を矢印で

迎結l."母子の相互関係あるいは家族・近隣による影響

等を図式的(操作的)に示した。なお同じ欄の中での縦

の述結は，必然的10子どもないし母親自身の内的変化・

成長を示す乙とになる。

4. ケースの来所までの概婆

言語遅滞以外の生育史上の際立った特徴はみられない

のでs本研究の性質上，生育史は省略する。母親は「言

3誌の遅れを心配して保健所に月 1固くらいの割で何回か

通ったが.行くたびに知恵遅れを指摘されいたたまれず

行く気になれない」ということで，エンゼル相談。E電話

したところ，本家庭生活センターを紹介されて来所した。

インテーク時にも「言葉白出ないζとだけが心配だ」と

いうことを強調l.，.それ以外の障害は否定する態度であ

った。

家族構成は両親，本児，祖父母であり，大人の手は多

く，一人っ子という乙ともあって手を出し過ぎるという

函はあると思うと述べている。また Cの言葉の遅れに関

してMが貸められるという己とはなく，家族関係は円満

なようであった。

インテーヲ時のCは，プレイルーム由見学の際メンパ

ーの 1人10関心を示して顔をくっつけたり，すべり台を

すべったりして，あまり抵抗もなく，慣れると表情も良

かった (M同室入しかし適所し始めてからは，最初は

建物に入ることにも抵抗し，母子分離も全くできなかっ
司.. 

“ー。

である。 Cの変化・発達は，①C自身の内的発達，②通

所による集団指導の治療効果，③Mからの影響，の3つ

に内容的には分けられると，思われるが，その3者を分け

て叙述するζとは事実上不可能なので.C自身の変化・

発達(付表の C)及びMに対する態度 (C→ M)の2点

10分けて記す10とどめる。また全体を5期に分けて述べ

る乙とにする。

〔第 II調，不安・緊娠の時期(初回~第17回頃まで)): 

来所時は母子共に不安・緊張が強かった。 Cは箇執傾向

が強く，偏食・怖がり・用心深い等の固さが目立ち，プ

レイルームでも母親と分離できなかった。全体に動きが

少なく乙わばって，じっとしている事が多く遊べなかっ

た。 MICベッタりで依存性が強しかかわり方には一定

のパターンへの固執がみられた。例えば電車のオモチャ

に対して，中央線とか総武線といった形での答えを必ず

要求した (Mとのパターン的かかわり)。

しかし第 I期の後半には，動きの少なかったCIO除々

に動きが出てきて，レコードをかけてほしがる，絵本を

読んでほしがる，桜木を積む，パズルボックスをくり返

しゃる等，遊びの広がりがみられ始めた。また言話的10

も楠語様の発声が出てきた。乙れらは全体として.他者

と白交洗というよりは自己完結的な意味合いが強かった

が，パイパイ，いただきます等を動作で表現するような

対人交流のきざしもみられた。

[第 2期，他者が見え始めた時期(第18回頃~第21回頃

まで))自己完結的な動きから対人的な動きへと変化が

出てくる。祖父母のと ζろへ行って fじっちゃんJfばっ

ちゃん」と言ったり，ついで両親に「パパパJrマママ」

と呼びかける言葉も出てきた。また友だちの家へ行きた

がるようになった。家庭でもプレイノレームでも，母子分

離が可能になり，身体接触をしていなくても安定してい

られるようになった。 Mと田関係は単なるベッタリした

感じ(共生関係)ではなく，甘え・要求という形での依

存が出はじめてきていた。

[第3期，自己主張の時期(第22回頃~第羽田頃まで))

.対人的な関心は一層強まり，自己主張が出てきた。具

体的には，ふりかけやうずらの卵を買い物のたびK買っ

てほしがる，風呂10入ることに抵抗する，よそ白家へ行

5 集団治療期間中の子どもの発遠の概要(付 って帰りたがらない等であり，我を通し.Mの言う ζ と

表のC・C→ M) をきかなくなった。乙の時期の自己主張の強さは.Cの

固さ，物わかりの悪さをMIO感じさせるものでもあった。

まず子ども(c)が. 1年間の適所治療の聞にとeのよ 他者が見えてきたり M との分離が可能になるにつれて，

うに変化・発達したかを明らかにしていきたい。以下の C自身が自分自身というも由を窓識するようになり自己

叙述は特にプレイ場面(適所治療場面〉と断わらない限 主張が強くなったのであろう。

り，すべて母親 (M)から報告された生活場面で由行動 その後，以前より進んだ形で他者との関係が持てるよ
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うになっていった。第2期では家族に呼びかけるという

程度のも白であったが，乙の時期には近1所の子どもの家

へ遊びに行く，小さい子をつきとばす，オモチャの取り

合いをする等，同年代の子どもと関係を持とうとする動

きがみられた。 MI<:対しても(以前はM由ベースで動き，

受動的であったのが)，我を過したり甘えたり要求した

りという， C白能動的な働きかけが主になっていった。

また着衣・入浴等にも自発性がみられるようになった。

〔第4期， Mの動揺による一時的な分離不安の時期(第

50回頃~第53回頃まで)):この頃， Mに乳幼児精神発達

質問紙(棒守式発達検査)に記入してもらったところ，

その結果 (DQ40程度〉に両親・祖父母がY ョックを受

けた。特I<:M<1l動揺は激しく，その影響のためかCも一

時期，家庭でもプレイルームでもM との分離ができなく

なった。しかし己申第4期は後述するようにMにとって

は重要な時期であるが， Cにとっては分離不可由時期も

長くはなく，一時的な出来事にすぎなかったようである。

[第5期，安定期〈第54回頃~最終回66固まで)):第4

期の一時的分離不安にもかかわらず， C自身の変化・発

達が後退するということはなく，両親，特I<:Mが落ちつ

きを取り戻すと， Cも再び分離可能となった。しかし乙

のζ とよりも，それ以前(第4期以前〉から由一貫した

成長・安定がより一層確実なものになってきたことが乙

の時期の特徴である。すなわち状況理解が良くなり，固

執性が取れ，自発性が出て友だちへの関心も広がった。

例えば買い物の時のζだわり，風呂や大きな建物1<:対す

る抵抗もなくなり，言い聞かせればがまんできるように

なった。そして友だちとも(っきとばしたりオモチャの

取り合いではなく)，遊ぶという形で関係を持てるよう

1<:なった。

[まとめ):以上子どもの 1年間の経過は，第1期の不

安，緊張から自己完結的な動きが生じ，ついで他者が見

えてきて自己主張及び関係性が強まり，第5期の成長・

安定化へと向かったと言うことができる。

6. 集団治療期間中の母親の変化(付表のM.

M→C) 

前節では子どもの変化・発速について述べたが，次1<:
MのCI<:対する感情や具体的な態度の変化をみたい。以

下は母親面接時I<:Mが述べたこと，及びMの話から商

接担当者が総合判断したものである。方法@で述べたよ

うにCの変化にほぼ対応した5期に分けられるが，厳密

には若干のズレがみられる。

[第 1期，不安・緊張の時期(初回~第14回頃まで)): 

来所時は不安が非常に強く， Cの言葉のないととに対す

る焦り，緊張が強かった。しかし「問題は言葉だけであ

るJとして，言葉にのみζだわる乙とによって，保健所

による「知恵遅れ」という指摘を拒否していた。 C1<:対

しては過干渉で， Mのベースでかかわっていた。また表

面的には分離させようとしていたが，実際1<:はMもCと

の分離ができなかった。しかし母親面接が進むにつれて

少し自分を省みる余裕もみられた。

第I期後半には， Cの取り扱いに迷う不安定な時期が

続いた。不安で自が離せず，甘やかしたり叱ったり Mの

態度が混乱C，かかわり方が固くぎζちなかったようで

ある。またCが3歳。誕生日を迎えるととと知恵遅れに

関する新聞記事を見せられたζ とで，強く落ち込んだ時

期でもあり，面接中にも沈黙が多く，乙わばっているこ

とが多かった。

(第2期，感情が表出され始める時期(第15回頃~第24

回頃まで)):その後おそらくはカウシセリングの進展に

伴って， M田中の様々な感情が表出されるζとになる。

まず最初は怒りであった。乙れはCI<:向けられたも白で

はなく， Cをかばう形で近隣の干どもたちに向けられ，

あるいは祖母や父 (F)への不満といった形で表現され

た。例えば， f祖母が甘やかすからCが混乱するのだ。c
がかわいそうだ。H近所の子がいじわるをした。しゃべ

る子は叩いてやりたいくらい憎らしい。JfFが協力じて

くれない。子どもと対等に怒り出すのでいやになる。Jと
と言って，面接中1<:何度も涙を己ぼした。

第2期の後半では， CIL言葉が出て来たζ とで少しリ

ラックスしてくる。 Mはこの怒りとリラックスの時期を

過して，ただ目で追うばかりだったそれまでとは異なり

実際にCI<:働きかけを始めた。しかし，かわいくてベッ

タリしてみたり，いやがるのを無理にベピーパスに入れ

てみたり， MのCI<:対する固さ(不自然さ，ぎ乙ちなさ〉

がなお態度』己表われていたようである。

[第3期， Cへの直面と試行錯誤の時期(第25回頃~第

47回頃まで)): C由自己主張が強くなった時期に少し遅

れて， Cへのいらだちが数多く表出された。Cの固さや，

できない乙とが自につくようになり，現実のCの姿が見

えてきた時期と言ってよいであろう。しかし一方では，

言葉が出始めているζとに期待する気持ちも表出されて

いる。

現実のCの盗が見え始め， CIL対するいらだちを表現

するととによって， Mは初めてCと真正面から取り組み，

試行錯誤を始めたようである。そして「過保護にしたく

ないJとか「ジュースなどで機嫌をとってごまかすので

はなく，正面から言ってわかってもらいたい」という感
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舗と同時に， r近所の子どもがしゃべるとCがかわいそ ⑧第3-5期については，上記操作的機械的叙述を

うで，よその子と遊ばせられない」という， Cと2人で できるだけ生かしながらも，文章表現を含めて直観的ニ

ひき乙もってしまおうとする感情が表現されていた。し ュアンスのある叙述を行い，逆に操作的・機械的な部分

かし次第にCが安定し，友だちへの関心を示し始めた乙 を< >Ir入れた。

とに影響されてか，積極的Ir近所由子ともと遊ばせよう @@2種類の方法は，本研究におけるような線作性と

としたり C由自発性を尊重しようとする， Mの前向きな 直観性を抱き合わせる 2つの典型であり，いずれもその

姿勢がうかがわれるようになるのもζ由時期である。 有効性が確認されるべきものである。

〔第4期，現実に直面させられた時期〈第48回頃~第54 (注)なお当然のζとながら，個々の要議語の間に一義

回頃まで))・第3期の後半には， Mが前向きに取り組ん 的な因果関係があるわけではないので，因果関係の矢印

でいこうとしはじめていたが，母親面接中K行った乳幼 は主として群化した大まかなものとならざるを得ない。

児精神発達検査の結果に強いショックを受けた(cの固 また二次的な因果関係は点線によって示した。

さ，物わかりの惑さにいらだち，真正面から取り組んで 操作的Ir確認すべきは，付表の各項目(キーワーめ

いた時だっただけに，来所時に保健所の知恵遅れの指摘 ないし項目群と矢印述結が叙述文として論理化されてい

をte否していたのとは異なり，実感として受け止めざる ることであり，それによって通常の直観的叙述のあいま

を得なかったのであろう)0Cはもちろんの乙と，自分自 いさを防ぐととである。例えば第5期の母親の安定は，

身もかわいそうだという気持ちで一杯Irなり，再びCか 通常の叙述では 6節に示したように「家族の協力に支

ら目が離せなくなった。 えられて落ちつきを取り戻した。 ーCの変化・発達もあ

[第5期，安定期(第55回頃~最終回66固まで)):この って 。」というように表現され，その方がニュアン

あと数回の面接を経て， Mは家族の協力に支えられて落 スを的確に表わしているのであるが，あいまいさが感じ

ちつきを取り戻した。 M自身が自立し「逃げずに」正面 られる。己申点，母親の安定は主として家族の協力によ

から取り組む覚悟ができた。 Cを信頼し，また自信を持 るものであり，子どもの安定化によるというニュアンス

って接するととができるようになり， Cの変化・発達も は付加的なも自であるという乙とが，図式上確認され共

あって安定したよい関係Jが持てるようになった。 有されるわけである。従って逆に言えば，一義的に因果

(まとめ):以上のように， Mは不安定で焦りが強く自 化できない複雑なニュアンスは捨象される乙とになり，

分のベースでCに接していたのが，次第にClr直面して それは直観的叙述によらざるを得ないわけで，その点を

自己白感情をも表出L-， C Q)ベースを尊重するようにな アンダーライン白部分として区別するわけである。

っていったものと解される。 なお機械的叙述にあたっては，例えば表の不安・緊張

7 母子の相互関係

・焦り等はすべて「不安が強く J等と表現するζ ととし，

それ以外の表現を用いた溺合にはアンダーラインすると

いうような細則を設けているが，細則は接続詞その他多

111 記述の方法(本研究の中心課題として〉以上5，6 義にわたっているので省略する。

節の叙述は，付表を骨組みに，さらに遊戯治療記録・母 また，母子関係以外自家族の相互関係については，叙

親面接記録にまでさかのぼって， 2人白研究者がまとめ 述による考察は省略する。

たも白である。図式的ケース研究法の操作性から言うな ω 母子の相互関係の具体的記述

らば，付表のキーワードが研究者の合意で選択され，そ [第l期)・来所当時， Cは不安・緊振が強くプレイル

の付表のすべてのキーワードを用い，それに直観的総括 ームでも乙わばっていて動きが少なかった。家庭でも，

及び考察を加えたものが5，6節の叙述だと言える。 食事を食べない，怖がり，用心深い， MIζベッタリして

己己で本研究の本題である，子ども由変化と親の変化 いる， Mが叱るとピタッとやめる。 M も不安・焦り・緊

白相互関係を図式的・操作的にたどるにあたって，次の 張が強<，言誌だけにとだわり，過干渉， CiLベッタれ

ような方法を用いて比較検討することとした。すなわち 目が離せない状態であった。 ζのCの状態と M白状態

@第1・2期については，(i相互関係の考察を付表 は，相互に影響し合っていたとみられる。一方Cは固執

のすべて由キーワード及びそ白因果的辿結Irよって，操 傾向が強く，このため Mとのパターン的かかわりを求

作的・機械的に叙述することとした。②その上で，直観 め， Mは不安・焦り・緊張白ために Mのベースでしか

的総合考察としてつけ加えるべき点は，アンダーライン Cとかかわれずにいた。すなわちこの時期は.身体的に

して区別した。 は常に綾触していたが，心理的には全くお互いが見えて
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いなかったと言えようの

その後Mは面接をくり返すととによって，少し自分を

省みる余裕ができた。しかし3歳の誕生日までに何とか

しゃべってほしいという焦りや，知恵遅れに関する新聞

記事にひどく落ち込み，あいかわらず甘やかしたり叱っ

たりが不安定で，接L方がぎ己ちなかった。

しかし，適所によってMと離れて同年代の子どもたち

と過ごす時閣を持った乙とも影響してか.G.は次第IC遊

びが広がり，晴語様の発声が出始めたり，あいさつを動

作で表現するようになった。またぬいぐるみをかわいが

りベッタリしていたが，己れもMとの分離白ステップに

なっていたと考えられる。己のためMの平凌も少しゆる

んだようである〈ただし時間的経過による内的変化も二

義的には認められる)。

〔第2期):第2期には.Cは他者が見えはじめ，家族

各々の所へ行って名前を言う，友だち自家へ行く等.M

以外の人との対人関協が生まれてきた。また母子分離が

可能になり，身体接触をしていなくても平気になった。

Eのととも Mo:>不安を軽減するのに役立ったようであ

る。

Mは不安がゆるむと，怒りを面接場面で‘表出するよう

になった。それは家族の非協力IC対するものであり，ま

た「近隣白子どもたちがしゃべると憎らしくなる!とい

立£主皇室墜玄の近隣の子どもたちへの怒りであった。

Cに対しては，聞きはあるが，少し自信を持って接する，

オーバーにほめる，無理にベビーパスIC入れる，という

ように.Mなりに過干渉だけではない接し方を捜し始め

エ主主主
一方.CはM以外の他者が見え始める ζ とによって，

それまでは共生関係であったものがL単4♀卓上よ之主ム

の別々の人間として存在するようになり.MI1::対して甘

えや要求が出るようになった。また言葉も出てきた。と

のためMは少しリラックスしてくる。

[第3期): Cは第 2期で他者が見えてきたためか，今

度は自分というものがはっきりと意識されるようになっ

たのであるう。しかしそれはMにとっては.<自己主眼

が強くなった，固い，物わかりが悪い.Mの言うととを

きかない，ちょっとした乙とでも我を通す>ようになっ

た。<少しリラックスし>余裕も出てきたMにとっては，

く現実のCが見えてきてCへのいらだち>を感じ始めた

時期であった。そしてそのいらだちの反動として，く言

葉が出てきたζとに対する期待感が強まったのであろ

う。>

一方Cは自らの成長に伴ってくCなりに人と関係を持

とうとし，家族IC愛矯をふりまき，友だちの家へ遊びに

行きたがったりした。>乙のような動きはMの期待を増

長させたが.<子どもをつきと』ます，オモチャの取り合

いをする>などトラブルも多かったため.Mはく現実的

試行錯誤>を始めた。 <Cと取り組んでは手乙ずり，ダ

メと言うことが多くなった〉のが己のとろである。この

ような積極的な姿勢とは逆に，子ども同志の聞でトラブ

ルが多かったため.<近隣への気がねもありCと2人で

ひき乙もりたく>なったりもした。

しかしCが徐々に<安定のきざし〉を見せ.<オモチ

ャを貸せるようになる〉等対人関係も上手になると同時

に.MKもくCの全体像が見えてきて>M自身のくか

かわり方を反省>するゆとりもでき.<積極的に外で遊

ばせたい，自主性を噂霊しようとする>等.Mも成長し，

これがCをいっそう安定させていった。

〔第4期): MとC双方に成長・変化が感じられた第3

期であったが.<乳幼児精神発達検査によって現実に直

面>させられてしまったMは，強くく落ち込み，不安>

に陥ってしまった。 Fもくショックを受け，夜中に知能

テストの本を買いに行ったり，本センターに電話をして

きたりしてく動き出した>。 ζ由時になって初めてく家

族全員が問題に直面>したと言えよう。 Mは強い不安の

ため再びCからく目が離せなくなり>.その不安を感じ

とったのか.Cも<分離できない>目が数日続いた。

(第5期) 発達検査の結果ICよって問題に直面した<家

族が協力的>になった。くFとC白関係が良くなり>.

また祖母がMのやり方IC合わせてくれるようになった乙

とで.Mは精神的に支えを得てく安定>していった。そし

てくM自身がCから分離・自立する>乙とができ.<逃

げずに取り組んでいく自信>が持てるようになった。

<Cの成長・変化を認め.Cを信頼して見ていられる>

ようになり.<Cのベースを大切ICする>姿勢が生まれ

た。乙のためく近隣>との交流にも積極的になり，く良

い関係>が持てるようになっていった。これがまたいく

らか，上記のMの変化に循環的Ic作用していったとみら

れる。

Mの安定により .Cはすぐに分離可能となった。また

Cの内的発達として<一局安定し，状況理解が良くなり，

友だちへの関心も広がり，自発性が出てきた>。家族の

協力がMを支え.Mの成長と Cの成長とが，互いに影

響し合ってー庖成長を促1.-. 4月には幼稚園に入国し

た。

(注)なお，そ白後の母親からの情報によれば，幼稚園

入国後，言語発達がめざましく入学後は全く問題は解消

したとの乙とである。

-241-



日本総合愛育研究所紀要 第22集

けるようなケース研究結果とを比較して，その優劣を実

8 結果 証する性質白ものではない。むしろ一定の手続きで選ば

れたキーワードの連結による，扱作的・機械的叙述を骨

本研究においては，比較的通常の表形式の整理法に基 組みとし，それIC直観的叙述によってニュアンスを付加

づいた図式的ケース研究法によって，ケース由共通理解 した本論におけるような方法が，ケース理解の共有にお

のための認作的図式的ケース研究法を行い，それによつ いて有効だという ζ とが示されることをもって，本方法

て1ケースの母子の栂互関係の流れをみてきた。 論の吟味とすべきものである。乙の点において，ケース

57年度研究 (58年報告〉の図式的研究法においても同 担当者及び共同研究者の聞では有効性の感触が得られて

じであるが，ケース研究は詳しく深めれば際限のない函 いるが，さらに一般読者の抱かれるケースイメージ及び

を持っているので，単なる直観的ケース研究と本論にお 有効性の感触が得られればと願っている。
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